
令和年月日 木曜日 (号外特第号)官 報

第
二
号
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
法
人
の
い
ず
れ
か
に
対
す
る
投
融
資
等
を
行
つ
て
い
る
も
の
を
除
く
」
に
、「
同
項

第
一
号
」
を
「
同
条
第
二
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
第
二
号
中
「
第
二
項
第

三
号
」
を
「
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、
同
条
第
三
項
中
「
第
六
項
」
を
「
第
七
項
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
項
と
し
、
同
条
第
二
項
第
一
号
中
「
同
じ
。）に
」を「「
資
源
開
発
事
業
法
人
」と
い
う
。）

に
」
に
改
め
、「（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
投
融
資
等
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。）」
を

削
り
、「
同
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
四
項
各
号
」
を「
第
五
項
各
号
」

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
項
と
し
、
同
条
第
一
項
を
同
条
第
二
項
と
し
、
同
条
に
第
一
項
と
し
て
次
の
一
項
を
加

え
る
。法

第
五
十
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
法
人
と
す
る
。

一

通
算
法
人
で
あ
る
法
第
五
十
五
条
第
一
項
の
内
国
法
人
と
の
間
に
通
算
完
全
支
配
関
係
が
あ
る
他
の
通
算
法

人
（
次
号
に
お
い
て
「
他
の
通
算
法
人
」
と
い
う
。）の
う
ち
資
源
開
発
事
業
法
人
（
同
条
第
二
項
第
一
号
の
資

源
開
発
事
業
法
人
を
い
う
。）に
該
当
す
る
も
の

二

他
の
通
算
法
人
の
う
ち
資
源
開
発
投
資
法
人
（
法
第
五
十
五
条
第
二
項
第
二
号
の
資
源
開
発
投
資
法
人
を
い

う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同
じ
。）に
該
当
す
る
も
の
（
次
に
掲
げ
る
法
人
の
い
ず
れ
か
に
対
す
る
投
融
資
等

（
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
投
融
資
等
を
い
う
。以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
つ
て
い
る
法
人
に
限
る
。）

イ

前
号
に
掲
げ
る
法
人

ロ

イ
又
は
ハ
に
掲
げ
る
法
人
に
対
す
る
投
融
資
等
を
行
つ
て
い
る
資
源
開
発
投
資
法
人
に
該
当
す
る
他
の
通

算
法
人

ハ

ロ
に
掲
げ
る
法
人
に
対
す
る
投
融
資
等
を
行
つ
て
い
る
資
源
開
発
投
資
法
人
に
該
当
す
る
他
の
通
算
法
人

第
三
十
二
条
の
三
第
一
項
中
「
第
五
十
五
条
の
二
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
五
十
六
条
第
三
項
第
二
号
」に
改
め
、

同
項
第
一
号
中
「
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
五
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
五
十
五

条
の
二
第
三
項
第
五
号
」
を
「
第
五
十
六
条
第
三
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
割
合
」
を
「
払
戻
等
割

合
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第
五
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
る
。

第
三
十
三
条
の
二
第
一
項
中
「
、
賠
償
責
任
保
険
」
を
削
り
、「
及
び
運
送
保
険
」
を
「
、
運
送
保
険
及
び
賠
償
責

任
保
険
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
十
二
号
中
「
次
項
第
七
号
」
を
「
次
項
第
九
号
」
に
改
め
、同
条
第
三
項
中「
お

い
て
」
を
「
お
い
て
、」に
改
め
、
同
項
第
七
号
を
削
り
、
同
項
第
八
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
九
号
を
同
項

第
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

九

賠
償
責
任
保
険

偶
然
な
事
故
に
よ
り
損
害
賠
償
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
被
る
損
害
を
塡
補
す
る

保
険
で
財
務
省
令
で
定
め
る
も
の

第
三
十
三
条
の
四
第
三
項
及
び
第
三
十
三
条
の
五
第
一
項
中
「
及
び
第
五
項
」
を
「
、
第
五
項
」に
改
め
、「
ま
で
」

の
下
に
「
及
び
第
十
四
項
」
を
加
え
る
。

第
三
十
四
条
第
一
項
中
「
鉱
物
及
び
」
を
「
鉱
物
（
国
外
に
あ
る
石
炭
、
亜
炭
及
び
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を
除
く
。）及

び
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中「（
連
結
事
業
年
度
を
除
く
。）」
を
削
り
、「
又
は
当
該
前
日
ま
で
に
開
始
し
た
各
連
結

事
業
年
度
で
法
第
六
十
八
条
の
六
十
一
第
一
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
た
連
結
事
業
年
度
の
う
ち
、」を
「
の
う
ち
」

に
、「
各
事
業
年
度
（
そ
の
事
業
年
度
が
連
結
事
業
年
度
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
期
間
内
の
日
を
含
む
連
結
事

業
年
度
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
不
適
用
連
結
事
業
年
度
」
と
い
う
。）。」を
「
事
業
年
度
（
」
に
、「「
不
適
用
事

業
年
度
等
」
を「「
不
適
用
事
業
年
度
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
当
該
不
適
用
事
業
年
度
等
」
を
「
各
不
適
用
事

業
年
度
」
に
改
め
、「（
不
適
用
連
結
事
業
年
度
に
お
け
る
第
三
十
九
条
の
八
十
八
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
採
掘

損
失
金
額
の
合
計
額
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
当
該
不
適
用
事
業
年
度
等
」
を
「
各
不
適
用
事
業
年

度
」
に
改
め
、「（
不
適
用
連
結
事
業
年
度
に
お
け
る
第
三
十
九
条
の
八
十
八
第
三
項
第
二
号
に
規
定
す
る
採
掘
所
得

金
額
の
合
計
額
を
含
む
。）」
を
削
り
、
同
条
第
五
項
中
「
不
適
用
事
業
年
度
等
」
を
「
不
適
用
事
業
年
度
」に
改
め
、

同
条
第
六
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

６

前
項
に
規
定
す
る
未
処
理
採
掘
損
失
金
額
と
は
、
当
該
被
合
併
法
人
の
前
適
用
年
度
（
当
該
適
格
合
併
の
日
の

前
日
を
含
む
事
業
年
度
開
始
の
日
の
前
日
ま
で
に
開
始
し
た
各
事
業
年
度
で
法
第
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
の
適

用
を
受
け
た
事
業
年
度
の
う
ち
そ
の
終
了
の
日
が
最
も
遅
い
も
の
を
い
う
。）終
了
の
日
の
翌
日
か
ら
当
該
適
格
合

併
の
日
の
前
日
ま
で
の
期
間
内
の
日
を
含
む
事
業
年
度
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て「
不
適
用
事
業
年
度
」と
い
う
。）

が
あ
る
場
合
に
お
い
て
各
不
適
用
事
業
年
度
の
第
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
採
掘
損
失
金
額
の
合
計
額
が
各
不
適

用
事
業
年
度
の
同
項
第
二
号
に
規
定
す
る
採
掘
所
得
金
額
の
合
計
額
を
超
え
る
と
き
の
そ
の
超
え
る
部
分
の
金
額

を
い
う
。

第
三
十
三
条
の
二
第
二
十
項
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
改
め
、「（
当

該
各
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
い
て
当
該
法
人
の
行
う
保
険
に
係
る
第
十
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
異
常
危
険
準
備

金
の
金
額
が
第
五
項
第
一
号
に
規
定
す
る
当
年
度
保
険
料
等
に
百
分
の
三
十
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金
額
を
超
え
る
場

合
の
当
該
各
事
業
年
度
を
除
く
。）」
を
削
り
、「
第
五
項
の
規
定
」
を
「
第
六
項
の
規
定
（
第
四
項
第
二
号
及
び
第
三

号
に
掲
げ
る
保
険
に
係
る
部
分
に
限
る
。）」
に
、「
同
項
第
二
号
」
を
「
第
六
項
第
二
号
」
に
、「「
百
分
の
六
」
を「
第

四
項
第
二
号
に
掲
げ
る
保
険
（
当
該
各
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
い
て
当
該
保
険
に
係
る
第
十
四
項
第
一
号
に
規
定

す
る
異
常
危
険
準
備
金
の
金
額
が
当
該
保
険
の
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
当
年
度
保
険
料
等
に
百
分
の
三
十
を
乗

じ
て
計
算
し
た
金
額
を
超
え
る
場
合
の
当
該
保
険
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
「
百
分
の
十
」
と
、
第
四
項
第
三
号
に
掲

げ
る
保
険
（
当
該
各
事
業
年
度
終
了
の
日
に
お
い
て
当
該
保
険
に
係
る
第
十
四
項
第
一
号
に
規
定
す
る
異
常
危
険
準

備
金
の
金
額
が
当
該
保
険
の
第
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
当
年
度
保
険
料
等
に
百
分
の
三
十
を
乗
じ
て
計
算
し
た
金

額
を
超
え
る
場
合
の
当
該
保
険
を
除
く
。）に
つ
い
て
は
「
百
分
の
六
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
一
項
と
し
、

同
条
第
十
九
項
中
「
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
」
に
、「
共
済
」
を
「
火
災
共
済
」

に
、「
第
十
三
項
第
一
号
」
を
「
第
十
四
項
第
一
号
」
に
、「
第
五
項
第
一
号
」
を「
当
該
火
災
共
済
の
第
六
項
第
一
号
」

に
、「
第
五
項
の
」
を
「
第
六
項
の
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
二
十
項
と
し
、
同
条
第
十
八
項
を
同
条
第
十
九
項
と

し
、
同
条
第
十
七
項
を
同
条
第
十
八
項
と
し
、
同
条
第
十
六
項
を
同
条
第
十
七
項
と
し
、
同
条
第
十
五
項
中
「
第
十

三
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
六
項
と
し
、
同
条
第
十
四
項
を
同
条
第
十
五
項
と
し
、
同
条

第
十
三
項
中
「
、
同
項
」
を「
、
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
保
険
の
種
類
又
は
共
済
の
種
類
ご
と
に
、

同
条
第
七
項
」
に
、「
船
舶
保
険
及
び
航
空
保
険
に
係
る
同
項
」
を
「
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
に
係
る
同
条
第

七
項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
お
い
て
」
の
下
に
「
当
該
保
険
又
は
共
済
に
係
る
」
を
加
え
、
同
項
第
二
号
中

「
当
年
度
保
険
料
等
」
を
「
当
該
保
険
又
は
共
済
の
当
年
度
保
険
料
等
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
八
項
第
四
号
」

を
「
第
九
項
第
四
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
十
四
項
と
し
、
同
条
第
十
二
項
第
一
号
中
「
第
十
項
第
三
号
」
を

「
第
十
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
イ
中
「
第
十
項
第
二
号
」
を
「
第
十
一
項
第
二
号
」
に
、「
第
十
項
第

五
号
」
を
「
第
十
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
十
項
第
二
号
」
を
「
第
十
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同

号
ハ
中
「
第
十
項
第
三
号
」
を
「
第
十
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
十
項
第
四
号
」
を
「
第
十
一
項
第

四
号
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
ロ
中
「
第
十
項
第
二
号
」
を
「
第
十
一
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
号
ハ
中
「
第
十
項

第
三
号
」
を
「
第
十
一
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
号
ニ
中
「
第
十
項
第
四
号
」
を
「
第
十
一
項
第
四
号
」
に
改
め
、

同
項
を
同
条
第
十
三
項
と
し
、
同
条
第
十
一
項
を
同
条
第
十
二
項
と
し
、
同
条
第
十
項
を
同
条
第
十
一
項
と
し
、
同

条
第
九
項
を
同
条
第
十
項
と
し
、
同
条
第
八
項
第
一
号
中
「
船
舶
保
険
及
び
航
空
保
険
」
を
「
第
四
項
第
一
号
に
掲

げ
る
保
険
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
九
項
と
し
、
同
条
第
七
項
を
同
条
第
八
項
と
し
、
同
条
第
六
項
を
同
条
第
七

項
と
し
、
同
条
第
五
項
第
一
号
中
「
船
舶
保
険
及
び
航
空
保
険
」
を
「
第
四
項
第
一
号
に
掲
げ
る
保
険
」
に
、「
第
十

三
項
」
を
「
第
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
火
災
保
険
、
風
水
害
保
険
、
動
産
総
合
保
険
、
建
設
工
事
保

険
、
賠
償
責
任
保
険
、
貨
物
保
険
及
び
運
送
保
険
」
を「
第
四
項
第
二
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
保
険
」に
、「
第

八
項
第
二
号
」
を
「
第
九
項
第
二
号
」
に
、「
第
十
三
項
第
二
号
ロ
」
を
「
第
十
四
項
第
二
号
ロ
」
に
、「
第
十
三
項
第

二
号
ホ
」
を
「
第
十
四
項
第
二
号
ホ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中「
保
険
の
種
類
又
は
」

及
び
「
保
険
に
あ
つ
て
は
船
舶
保
険
及
び
航
空
保
険
並
び
に
火
災
保
険
、
風
水
害
保
険
、
動
産
総
合
保
険
、
建
設
工

事
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
、
貨
物
保
険
及
び
運
送
保
険
と
し
、
共
済
に
あ
つ
て
は
」
を
削
り
、
同
項
を
同
条
第
五
項

と
し
、
同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

法
第
五
十
七
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
政
令
で
定
め
る
保
険
の
種
類
は
、次
に
掲
げ
る
保
険
の
種
類
と
す
る
。

一

船
舶
保
険
及
び
航
空
保
険

二

火
災
保
険
及
び
風
水
害
保
険

三

動
産
総
合
保
険
、
建
設
工
事
保
険
、
貨
物
保
険
及
び
運
送
保
険

四

賠
償
責
任
保
険
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